
１．研究の背景

製品製造等で発生する鉄切削切粉及び廃プラスチックは、原材料としてリサイクルされることが多い
が、選別・精製等が必要であったり、バージン材によりも性能が劣る。そこで、これらの廃棄物を低コス
トで効果的に再利用し、付加価値を高めた製品開発が求められている。

２．研究目的

鉄切削切粉及び廃プラスチックのリサイクル材料を活用し、加熱混練・形成プロセスによるテント用
支柱支持具を開発する。

・最終目標

3000円/20kg程度の支柱支持具の開発

（現市場価格：5000円/20kg）

３．研究の成果
１．低品質の廃プラスチックや粒度の細かい廃鉄粉等でも，条件次第で利用できることを見出した。
【データ１を参照】

２．製品形状の決定及び量産体制の確立し，試作品を作製した【データ２を参照】

４．データなど

廃プラと金属屑（切削切粉）を活用したテント用
支柱支持具の実用化研究
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１．低品質の廃プラスチック，粒子径の小さい廃鉄粉，を用いて成形試験を行った。

射出成形時の樹脂残差
（ABSとﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄの混合樹脂）

このような樹脂で
も，樹脂の融点や
分解温度を把握す
ることで成形は可
能である

・本年度の目標

①各種廃棄物の適用可能性を見出す

②量産体制を確立し試作品作製の最適条件を見出す

③顧客からのフィードバックを受ける

※これまでは成形端材のポリプロピレン
※これまでは切削で生じた廃鉄切粉（粒子径：約1mm）
ｼｮｯﾄﾌﾞﾗｽﾄの廃鉄粉

粒度分布

45 106 500 1000
粒子径(μm)

成形可能

２．量産体制を確立し，試作品を作製した。

導入した混錬機 試作品の金型 試作品形状

上型

下型

作製した試作品

完成品
（熱収縮も小さく良好な成形性）

○試作品データ

重量：約8kg（比重：3.21）

作製時間：約18分

鉄：ｼｮｯﾄﾌﾞﾗｽﾄ廃鉄粉（86wt%）

大きさ：約10×10×30cm

樹脂：ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ端材

○防錆対策

防錆処理 未処理

塩水噴霧し放置（7日後）

塗装することで対応
○内部観察（X線CT）
目立つ空隙もなく綺麗に鉄粉が分散

白く見えるほど
鉄が多い


